
北海道大学附属図書館報

条
糸
屯
か
恥
非

＊
糸
井
圭

↓
か
払
介
非

来

夫一

*
"ﾀf一山，

TheHeHokkaidoUniversityLibraryBulletin Vo1．3,No．3． JuneI969

新しい医学図書館

医学部教授伊藤真次
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医学部の図書室は創立以来の長い間を穴倉になった物置のようなところにおしこめられて

いたが，最近ようやく待望の図誉館新築工事がすすんで，一部引越するのも間近かになった。

今までの図書室があまりにも貧弱で，閲覧室さえない有様であったから，個々の教室が書斉風

の図書室をもち，手近い本を買いこんで間にあわせるというおそろしく時代ぱなれなことをし

ていたが，これでは最近の情報ラッシュに間にあわないこともちろんで，図書館の必要性が痛

切に感じられるようになった。熱心な希望がかなって，いま新しい医学図書館ができることに

なったので，このさい内容を充実して他大学の医学図書館にひけをとらぬものにするととも

に，機能面を改善して利用者に充分満足して活用してもらえる図書館にすることを考えてい

る。

まず運営に関して，今までは少数の教授で構成された図書委員会があったが，これを改組

して助教授・講師・助手の代表者を加わえ，この人たちを窓口にして医学部内全研究者の忌悼

ない意見と希望をとり入れることにした。

現在さしせまった問題としては，学生図書の充実，夜間開館，機械化の促進があり，今後

の重要問題として，関係他部局との共同利用，レファレンスワークがある。新しい医学図書館

は本学における生物医学に関する情報活動の中心になることは間違いないであろう。はじめ教

室単位であったものが，医学部と附属病院の二つの図書室を軸にするようになり，ついでこの

二つが合併して医学図書館ができたが，これから先は，関係部局の協力によって医学系図書館

に発展するものと思われる。研究‘情報の爆発的な増加からゑて，小さい単位で情報を蒐集する

ことは不可能になっているからである。ただこれを実現するためには，何より図書館業務の能

率化が緊要である。一例をあげると，センターの図書館と利用者（部局）との間に電話線タイ

プでの連絡をすること，センターには要求された情報を直ちに提供するシステムを備えること

がある。ここでもレファレンスワークの必要性があり，これをどんな形で実現するかについて

目下検討している。
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◆ 会議

第38回図書館委員会

くとき昭和44年3月18日（火）＞

＜ところ附属図書館会議室＞

1．第1種閲覧個室および第2種閲覧個室の利用について

第1種閲覧個室（6室で収容人員6名）および第2種閲覧個室（9室で収容人員27名）の利用期限が

3月31日で満了となるため，4月1日以降の利用者の選考について審議の結果，次のとおり決定した。

（1）第1種閲覧個室，6名（申込者全員)選考した。

（2）第2種閲覧個室，申込者34名中次の順位で選考した。

第1順位論文作成期日が6月30日および9月30日までの者7名

第2順位新規申込者17名

第3順位前回の利用者で全期間利用出来なかった者および前々回以前に利用したことがある者

6名中抽選で3名

2．文学部北方文化研究施設室および教育学部教官個室明け渡し後の利用について

前回提案した本館(案）について審議の結果，次のとおり決定した。

（1）第2種閲覧個室を5室増設するとともに教科苔コーナー，国連コーナーを新設する。

（2）北方資料室および近代文学資料室を拡張する。

（3）国連コーナーと関連して法令判例コーナーを拡張する。

3．教養分館委員会内規について

館長から教養分館設置規程に基づく標記内規(案)について提案理由の説明があり審議の結果，全員

異議なく了承された。

4．その他

（1）館長から教養分館長候補者として，教養部長から文学部阿部保教授の推せんがあったので，手続きをす

すめる旨報告があった。

（2）部長から本年度教官指定図書について発注時期を繰り上げたいこと，従ってその予算額については，一

応前年度と同額と考えたい旨の説明があった。

第39回図書館委員会

くとぎ昭和44年4月30日（水）＞

＜ところ附属図書館会議室＞

1．附属図書館教養分館設置について

館長から次のとおり説明があり，全員異議なく了承された。

（1）4月1日付をもって附属図書館に教養分館が設置され，同日付をもって分館長に文学部阿部保教授が発

令された。

（2）教養分館設置に伴い，4月1日付をもって教養分館委員会が設置され,委員には北村教授，大畑助教授，

小崎助教授(以上文学部)，井手教授，渡会助教授(以上理学部)，加藤助教授(教育学部)が委嘱された。

（3）事務組織は，事務主任のもとに閲覧掛長を置き，事務主任には本館整理課長補佐を充てることとし，匿

覧掛長には能条事務官が発令された。

（4）分館の建物は，11月上旬に竣工予定であるが，それまでは現状どうりの運営をおこなうこととする。

（5）分館の建物が出来た時点で整理，閲覧の2掛を考えている。

2．昭和45年度概算要求について

館長から各要求項目について説明した後，新たに要求に加えた本館に置く電子計算機事項についてそ

の主旨と理由を説明し，全員異議なく了承された。

3．昭和43年度決算について

事務部長から決算書の各項目毎の説明があり，全員異議なく了承された。
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4．昭和44年度国立大学図書館協議会理事会および日米大学図で言館会議組織委員会について

館長から4月21日～22日の2日間東京大学附属図書館で開催された旨報告があった。

5．昭和44年度大学図書館関係主要予算額各事項について

館長から特別図書費，機械化に伴う要求等関係予算等について，事項別の説明があった。

6．国立大学図書館脇議会北海道地区協議会について

館長から4月25日本館において開催された旨報告があった。

第1回教養分館委員会

くとき昭和44年4月17日（木）＞

＜ところ附属図書館会議室＞

1．教養分館の設置について

(1)館長から本館の部，課長等職員の紹介と教養分館委員会委員の紹介があった。

（2）館長から教養分館設置までの経過報告があり，続いて本館と分館との関係等についての一般的原則にふ

れた後，これ等の具体的問題については，今後教養分館委員会で審議されたい旨の説明があった。

（3）事務部長から教養分館事務組織についての説明と建物ができるまでは現状のままでいきたい旨の説明が

あり了承された。

第2回教養分館委員会

くとぎ昭和44年4月25日（金）＞

＜ところ教養部応接室＞

1．教養分館建物新営に伴う設備費の要求について各項目毎の検討を行なった。

全学図書（担当）掛長会議

くとき昭和44年4月17日（木）＞

＜ところ附属図書館会議室＞

1．事務部長から4月1日付をもって附属図書館に教養分館が設置されたこと，北海道大学所蔵学術雑誌総合

目録(和文編)が作成されたこと，本年度附属図書館概算要求中の電子計算機装置についてそれぞれ説明

があった。

第1回国立大学図書館協議会北海道地区協議会について

さる4月25日本館において上記協議会が開催され，本年度国立大学図菖館協議会総会提出議題について

協議した結果，次のとおり決定した。

①図書館業務の機械化について（北海道大学提案）

②図奮館職員の採用について(室蘭工業大学提案）

③図書購入費の大'幅増額について（室蘭工業大学提案）

続いて昭和44年度理事館の選出に移り北海道大学(地区連絡館)，北海道教育大学を選出した。

なお，木協議会は今後毎年定例に開催することとなった。

日米大学図書館会議について

第1回日米大学図書館会議が昭和44年5月15日から5月19日まで5日間にわたり東京プリンスホテル

で開催された。この会議には多数の日米大学図書館関係者が参集して当面する大学図書館の問題につき各発題

者からの問題提起と熱心な討議が行なわれ，日米大学図書館の事情が浮き彫りにされ，今後の大学図書館活動

に非常に有意義な刺戟を与えた。今後再びこのような会議が開かれることを期待したい。参考までに討議され

た題名を列記してある。

大学教育における図書館の役割，大学図書館の利用について，大学図書館の評価，図書館職員の専門教育，

刊行物の入手と交換，人的交流について，国内の言誌調整とその機械化，図書館業務と電子計算機，協会，セ

ンターとその奉仕活動

(113）



一一一一一一

愉 蔭“
〃
一
●
』
０

一'''''一川''一

資料紹介
一IlllIl-I1IlI一

ScienceCitationIndex1968年版

SCIは，アメリカの科学‘情報研究所(InstituteforScientificInformation)が，コンピュ

ーターによる‘情報処理システムを用いて1960年から発行している世界の主要な科学技術文献

に対する引用索引誌である。

本館がこのたび購入したSCIの1968年版は，過去に発表されたある学術文献が，当該の

期間中に誰によっていかなる専門雑誌に引用されたかを明らかにしている。SCI1968年版に

おいては世界の2,000種以上の主要な科学技術雑誌に引用された約30万件の文献について，

140万件以上の引用論文を収録している。

研究者はこの索引を検索することにより，ある学説乃至は研究成果が現在いかに評価さ

れ,学界にどのような影響を与え，どのように修正ざれ発展しつつあるかを確認するための手が

かりを得ることができよう。SCIの各年版をそろえることによりこのことは更に可能である。

SCIはCitationIndex,SourceIndex,PermutermSubjectIndexの三つのIndexより

なり，それぞれQuarterlyで分冊発行ののち，年間の累積版が出ることになっている。これ

らは利用の目的および方法がそれぞれ異なっているので，以下簡単に説明したいと思う。

、

*CitationIndex

最近1カ年の間に世界の主要科学技術雑誌に引用された文献(References)を著者名順に

記載している。これらの文献の中には，雑誌論文・単行本・学位論文・特許などのほか，未刊

の論文．会議等における発表．個人的な‘情報交換なども含まれる。同一著者の文献は発表年順

に配列され（但し未刊のものは最初におかれる)，雑誌の略誌名，巻数，頁が記されている。こ

れらの文献の下にこれを引用した雑誌論文(Sources)が著者名順に配列され，これらもまた略

誌名，発表年，巻数，頁の形で示される。

CitedCiting
AuthorAuthorPublication VolumePage

ReferenceSource

KARPLUSM………..…･…**PRIVATECOMMUNICATION

……揃孟§飯f……-TOBEP照雪HED…苫…474751
…………………….….….59-JCHEMPHYS･……･……･……30
BRAAMSJFHRECTRCHIM6887193

BRUNEHATETRAHEDRON682479

……………………………59-TCHEMPHYS…………………3011

ABRAMOVI，RATETRAHEDRON6824705

ACHESONRMJCHEMSC 68 351

「騨榊鮒識霞菱茎雲
これはM.Karplusの論文J・Chem.Phys.Vol.30(1959),p､11-が,K.M.Baker
によってTetrahedron.Vol､24(1968),p.1651-に引用されたことを示す。

、
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いま実例としてCitationIndex1968,Jan-Mar.を用いて,MartinKarplusの論文Contact

electron-spincouplingofnuclearmagneticmoments.(JournalofChemicalPhysics.Vol.30,

p.11～15が，この期間中にどのように引mされたかを検索すれば前表の通りである。ここに

はその一部を示したが，実際にはこの文I歌を引用した35の論文を知ることができる。

*SourceIndex

上に示したようにCitationIndexにおいては，引用された文献(citedarticle)およびこれ

を引用した雑誌論文(citingarticle)は，いずれも著者，発表年，略誌名，巻数，頁のみが示さ

れ、論文名が不明である。ところでSCIを利用する際にはcitedarticleの論文名はすでに灯

られているｵつけで、今はcitingarticleの論文名が分れば充分である。このために利用するの

がSourceIndexである。

SourceIndexでは,CitationIndexに示されたcitingarticleを著者名順に配列し，略誌

名，巻数，頁，発表年を示したのち，論文名を|ﾘl記している。例えば前述のKarplusの論文を

引川したK.M.Bakerの論文名をSourceIndexで検索すれば次の通りである。

BAKERKMBARTLEYTP

TETRAHEDRON2416516813RN4A5354

EQUILIBRIAANDNMRSPECTRAOFHYDROXYMETHYLENE

KETONES

CitationIndexでは共箸者のある場合でも、岐初に記された著者のゑが示されるが，

SourceIndexにおいては共若者も併記され-卜記の例ではJ.P.Hartley)、また見Illしにあげた

共蒋者には妓初の著者へ参照が付せられている。

SourceIndex(i,citingarticlesの蒋者名索引であるため，これを特定の研究者のその年

庇における論-文'1録として利)Ⅱすることもある程度可能である。

>!くPermutermSubjectIndex

これは要語による一称の主胆榊j|である。即ち各論文に取り_|げられた川語に関連のある

一連の要語を設定し，これらの要語から必要論文を検索することができる仕糸'1象になってい

る。本館には未だこの索引が入荷していないので紹介は後にゆずりたい。

以上紹介したSCIは、本館4階参考|叉|菩閲I篭室におかれており．理工系諸部局の熱心な希

望により1968年版以|鎌も毎年維続購入の予定である。学内外の研究者による木盗料の充分な

m1が期待される。

凄…"‘.,"…--""’.｡,"…．．-…"‘,Ⅲ"－…"..,,"一"剛,｡.Ⅲ"……”四季“"･-.．""川‘.,""｡,宅
畠
■

6
0』

!""一"叩歯学部図書掛(室）－""..!""－"1．.".…－’,園.‘"…一"Ⅲ.."….,-""..仰"一：

歯学部は,II召和42年6月1「Iに設置された。しかし，何分にも学年進行の途上であり，

また設置後'1も浅いということもあって、現在，歯学部には，事務組織上では，図害掛は設置

されいず，図書に関する業務は，図害掛が設置されるまでの間，仰定的に教務掛が分掌してし

る実態である。
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昭和44年3月31日現在の蔵書構成は，和書822冊，洋書448冊，和雑誌45種（寄贈によ

るもの31種）および洋雑誌53種（寄贈によるもの4種)，並びに医学部附属病院（旧歯科診療

科）から管理換を受ける予定で，事実上，歯学部の図書室に保存し，供用している蔵書が，和

書259冊，洋書274冊，和雑誌22種および洋雑誌20種である。

学年進↑iに伴い，本年4月に本学教養部の歯学進学課程を修了した37名の第1期生を迎

えたが，その対策として，「学生に少しでも充実した図書室を11」をというスローガンの下に，

歯学部長をはじめ，教職員の真華な努力によって，わずかではあるが，教育に関する図書（学

生用の区I書）も増え，また，「北海道大学歯学部図書利用規昭和44年3月，海大歯規第4号」

も制定されて，ようやく図書に関する業務も円滑にすべり出した感じのする昨今である。

しかし，学生からは，図書室の充実を積極的に推進してほしいという強い要望もあり，桶

に図書室の開室時間の延長の問題には，如何に対処すべきか苦慮している段階である。

このような，学生に対するサービス面（閲覧および貸出等）の問題の承ならず，本質的に

努力し，改善，合理化しなければならない問題も山積している。

その一例として，本年の3月10日および11日の2H間にわたっての，文部省歯学視学委

員（東京歯科大学長杉山木二，東京歯科大学歯学部長桐野忠大）の歯学部視察についてα

講評で，改善充実しなければならない問題点のうち，諸設備については，「歯学部専用の図葵

および学術雑誌が極めて少ないので，基準に達するよう早急に充実を」という旨の指摘を受け

たことがあげられるが，勿論，このような指摘を受けるまでもなく，「大学院歯学研究科設置

計画」を完全に実現するためにも，また，本学部の教育研究に支障がないようにするためにも，

歯学部所蔵の蔵書を増やすことは，急務であると平素から認識している。

「医学，歯学関係大学院設置基準要項（昭和29年7月，大学設置審議会決定)」によれば、

図書および学術雑誌として，歯学部（歯学専門課程。本学教養部歯学進学課程を除く。）で，1

図妻20,000冊以上2）学術雑誌200種以上（うち半数以上は外国雑誌とし歯科専門雑誌20利

以_上を含む｡）の要件を具備しなければならない。

しかし，歯学関係の図書は，出版物の絶対数が少ないうえに，価格も高く，一口に図藷

20,000冊，学術雑誌200種といっても，容易ではないので，新刊購入の他に，本学医学部関係

の名誉教授をはじめ，関係各方面に寄贈依頼を出すなど，四苦八苦して，目下，本を増やすの

に懸命である。また，医歯学関係の研究においては，専門雑誌の需要度が高いので，雑誌の利

類数を増やしていくとともに，バックナンバーを揃えたり，雑誌の欠号補充をして，利用iiiに

遺漏のないように万全を期したいと思っている。

歯学部が設置されてから日も浅く，全てがこれからといった感じの強い図書室であるが、

学生に対しては，閲覧および貸出等を通じて学習と教養の場としての図毒室の盤備充実を|叉

り、研究面においては，歯学に関する学術の研究に支障のないようにするため,m書に関する

業務がその本来の使命を充分に発揮し，歯学部の教育，研究に盗するように，｜叉眺室の符理避

営の韮本的方針を思索中の昨今の教務掛である。

、

、
ー

(116
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部 局別蔵書冊数 (昭和44年3月31日現在

〆

昭和43年度部局別図書，雑誌受入冊数

〆

(117

部局 和書 洋書
ヨ
司 備 考 部斤 和書 洋書 計 備篭

文学部

教育学部

法学部

経済学部

理学部

医学部

歯学部

薬学部

工学部

農学部

獣医学部

87,591

15,171

32,551

38,571

25,611

34,29

981

761

79,23：

94,98（

5,17｛

４
９
９
４
１
７
０
５
５
２
９

４
９
４
７
３
０
４
５
５
１
９

２
２
４
５
７
６
２
５
８
４
９

１
，
，
タ
ー
９

７
，
，
，

３
０
２
４
５
７
１
６
１
７

６
１
６
２
６
４
７
７

150,834

25,477

95,007

63,150

91,347

81,898

1,220

2,317

156,088

166,401

13,177

附属病院を含t

工業教員養成所を
含む

附属農場，附属順
習林を含t

水産学部

教養剖

低温科学研
究所

応用電気研
究所

触媒研究所

結核研究所

事務局

学生部

附属図書館

合計

37,531

14,598

3,413

2,362

1,018

1,356

434

126

181,709

657,498

21,86（

「
１
Ｊ
ｒ
宇
匙
Ｐ
し
＆
ｒ
ご
Ｌ
ｒ
Ｌ
Ｌ

７
３
１
８
６

６
７
１
１
７

り
，
，
，
夕

８
５
３
２
１

48

74,892

550,242

59,397

23,269

9,146

5,477

3,201

3,125

434

174

256,601

1,207,740

和 書

部局 購入茸 購入熱 寄贈単 寄贈雑 小計

洋 書

購入単購入刺 寄贈単 寄贈雑 小計
備 考

文学部

教育学部

法学部

経済学部

理学部

医学部

歯学部

薬学部

工学部

農学部

獣医学部

水産学部

教養部
低温科学研
究所
応用電気研
究所
触媒研究所

結核研究所

事務局

学生部

附属図書館

ワ
今
ｏ
倉
Ｆ
Ｄ
１
１
局
Ｉ
Ｑ
》
行
０
４
４
ｑ
Ｕ
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４
Ｒ
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ｎ
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Ｒ
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７
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リ
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３
１
３
４

28］
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19（
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1（

46〔

43（

39（
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11

61’

590

66

246

1,010

12C

47

12

457

l7f
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f

lO（

2

1

f

1.454

49（

1（

851

45］

11f

17f
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391
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１
６
４
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ｌ
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Ｐ
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８
７
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９
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９
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タ
，

５
３
１
３
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３
１
１
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附属病院を含む

｣’

工業教員養成所を含
む

附属農場，附属演習
林を含む

小計 26,061 3,400 4,30（ 4,37638,14（ 17,521 7,347 2,270 2,27029,40（

一
計67,554F．
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昭和43年度附属図書館利用統計表

○開架図書閲覧室利用統計表

入室者数統計表 (開館日281日

、
館内閲覧統計表

●

○語学演習室利用統計表 (開館日252日

や

奇

○参考図書閲覧室利用統計表

(1181

区分 文学剖 教育学部 法学習 経済学制 理学部 医学制 歯学部 薬学制
］

(蕊
学部
教員養成
含む

‘

側

入室者

率

5,276

6.5

1,9K

2.4

14,769

18.2

5,547

6.8

10,493

12.9

3,829

4.7

11

0.〔

1,802

2.2

6,568

8.1

区分 農学音 獣医学部 教養部 大学院生 教官 職員 学外者 合計

入室者

率

3,570

4.4

23C

0.〔

26,422

32.5

21〔

0.3

5

0.0

8（

0.1

584

0.〔

81,366人

100別

類別 0 1 3
４
円
Ⅷ
ｌ
ゴ
ゴ

■■

し

L （
■
．
ｊ
ｒ
ｒ

■
．
Ｉ

Ｐ
Ｒ
』

冊 数

率

51（

0.5

3,581

3.6

335

0.3

20,265

20.4

1,033

1.〔

19,904

20.1

5,714

5.〔

1,814

1.8

4,92（

5.（

類月|」 ９ 辞書 教官指定 文員 新書 雑計 その他 合計

冊数

率

4,428

4.5

9,384

9.4

16,34C

16.5

1,396

1.4

1,172

1.2

8,462

8.5

99,264冊

100％

区分 文学部 教育学部 法学音I 経済学音 理学部 医学部 薬学部

利用数

率

617

7.7

16'

2.1

491

6.2

919

11．4

55［

7.0

785

9.8

4（

0.5

区分

工

(訴毒蕊養成）
農学部 獣医学部 教養制 大学院生 その他 合計

利用数

率

430

5.〔

44（

5.6

6

0.］

2,88〔

35.§

52］

6.5

155

1.9

8,028人

100兜

区分 文学部 教育学淵 法学剖 経済学部 理学制 医学部 薬学部 工学部

利用圭

率

1,071

12．4

253

2.（

2,631

30.6

1,582

18.4

59（

6.9

237

2.7

32

0.4

584

6.8

区分 農学部 獣医学問 水産学制 教養部 各研究月 学外者 合計

利用圭

率

360

4.2

2

0.0

■
ロ
ロ

0.1

843

9.8

ｒ
・
Ｌ

0.0

418

4.1

8,620メ

1001
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○一般図書閲覧室利用統計表

館内閲覧統計表 (開館日293日｝

「
館外貸出統計表

○学外への文献複写申込件数表(参考掛経由）

r

うち国外申込件数159件（アメリカ126，イギリス16，フランス7，その他10）

昭和43年度オフセット印刷業務実績表

(119)

区分 文学部 教育学部 法学部 経済学部 理学部 医学部 薬学部
工学部

(孟講零）
人数
率

冊数
率

217

11.3

427

11.4

35

1.8

57

1.5

366

19.1

642

17．1

132

6．9

263

7．0

137

7.1

26（

6.9

31

2.C

8』

2.2

７
４
７
２

ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ

72

3.7

143

3.f

区分 農学部 獣医学部 教養剖 大学院生 教官 職員 学外者
一
二
一
口

〈
ロ

数
数率
率

人
冊

64

3.3

11〔

2.9

グ
ア
ー

0.4

17

().5

552

28.8

957

25.5

51

2.7

113

3.(〕

22

1.］

46

1.2

28

1.（

58

1.｛

190

9.9

573

15．3

1,919人
1007e

3,757冊

100%

区分 文学部 教育学剖 法学制 経済学部 理学部 医学部 薬学部
工学部

鯖雲霊）

数
数率
率

人
冊

925

10.2

1,27*
4.（

163

1.t

201

0.7

1,10§
12．2

1,423
5.1

569

6.3

770

2.8

337

3.8

407

1.5

138

1.5

152

0.6

32

0.4

35

0.：

197
‘〕‘
＝●生

26］

0.〔

区分 農学部 獣医学部 教養制 大学院4 教宮 職員 学外者 合計

数
数率
率

人
冊

176

2.（

220

0.〔

３
１
３
０

Ｉ
Ｉ

1,80（
2().（

2,1&
7.t

1,585
17．6

4,298
15.5

1,453
16.2

15,67
56.5

455

5.1

755

2.7

40

0.4

11C

0.4

8,982人

100%

27,766ffi

100呪

区分 文学部 教育学部 法学部 経済学部 理学部 医学淵 薬学間 工学部 農学制

件数 251 46 70 62 71 2 16 171 11〔

区分 獣医学部 水産学剖 教養部
低温科学
研究所

応用電気
研究ft

触蛎
研究w
結核
研究所
館内

三
一
口

合
口

件 数 21 4
７
．

㎡
’
＆

『
則
写 1 （ 882偶

館 ’ 部局 合計

件数

製版数

印刷枚数(B4

印刷枚数（カード

製本冊数

281

1,73J

312,018

115,645（部局分を含む

17,74］

14

405

12,534

一

340

30；

2,138

324,552

115,645

18,081
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昭和43年度マイクロ・電子複写業務実績表（館内分を除く）

、
心

昭和44年度道地区大学図書館協議会および第13回道地区

大学図書館職員研究会当番館決定について

協議会(期日未定）室蘭工業大学

研究集会（8月22日（金）)北海学園大学

○附属図書館閲覧課に課長補佐置かれる

4月1日から附属図書館に教養分館が設けられたことに伴い，閲覧課に新たに課長補佐が

置かれた。これにより附属図書館は，整理，閲覧両課に課長補佐が置かれることになり，図書

館業務の近代化，機械化等をより力強く推し進めていくことが期待される。

◆人事往来 ←‐

新図書館委員

教養分館，分館長阿部保（4月1日付）

事務局，事務局長吉田勇（〃）

文学部，教授関清秀（〃）

教育学部，教授上杉重二郎（5月1日付）

法学部，助教授米倉明（4月1日付）

経済学部，助教授石坂昭雄（〃）

理学部，教授都筑俊郎（〃）

薬学部，助教授永井右近（5月1日付）

工学部，教授諸住高（6月1日付）

教養分館長阿部保(文学部教授)(4月1日付）

閲覧課長補佐宮部徹(蕪部図書)(4月'0日付）

、‘農学部，教授高嶋正彦（6月1日付）

応用電気研究所，教授羽鳥孝三（4月1日付）

触媒研究所，教授中村孝（〃1

結核研究所，教授大原達（〃）

教養部，教授北村文治（〃’

教養部，助教授渡会彰彦（〃）
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(2966）

(120）

区分

基本料金
マ
『
ノ

イクロ

イルム

５
５
４
４
撮
代
料
器

Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
特
容
送
小計

電子複写

送料

小計

学内（

件謝 枚数
単
価

“
■
■
■
■
一
■
画
。
■
■
Ｐ
Ｇ
可
”
■

２
１
１
l
Q

d

d

■

ご

r

Q

１

Ｐ
‐

１

２

2（

3,28〔

3,857

159

717

6

4

1（

5（

I

１
１
Ｉ
く

２
３
４
６
ｆ
ｆ

1（

111

8：

111

3,72*3（

交費

金額

1,250

26,264

77,14（

4,77（

28,68（

36C

10（

138,572

111,84（

5,30（

117,14（

学内（私費）

件数 枚数
単
価 金誰

０
３
０
２

４
２
２
１

１
３
８

19

1

48

4（

7,612

2,74（

1,27（

グ
ー
、
ｒ
４
ｆ
ｒ
Ｌ
Ｌ

１
５
１

5（

I

１
１
１
１

２
３
４
６
ｉ
ｆ

1（

2,0Ⅸ

60,89（

54,98（

38,28（

40

6伽

104

190

40

157,13（

1,00

2（

1,00̂

19,0743（ 572,22（

1,77

573,99ピ

学タ

件を 枚数
茸
胴 金額

二
■
ｄ
凸
廷
『
“
〃
″
■
■
、
一
Ｐ
ロ
ー
Ｉ
ゴ
ｇ
ｊ
－
ａ
ゴ
■
型
。
ｐ
■
Ｐ
●
『
『
１
１
１
画
■
Ｈ
Ｐ
●
、

０
０
１
０
８

１
１
１
104

103

6,964

1,85〔

197

22

７
‐

49

101

副
孤
既
狐
凱
烈
r

‘

1（

5,15（

69,64（

46,47J

7,88（

1,10（

49（

9〔

1,01（

5,22（

137,06-

73（

60（

73（

19,9643（ 698,74（

51,56（

750,30（

合計

件謝 枚数
単
価 金藤

168

139

宴
．
４

４
２

５
６

１
１
１
１

１
３
８
７

16（

17,85（

8,46（

1,632

74（

桐
司
し
Ｐ
い
し
が
Ｉ
、

２
０
３

5（ 8,4Ⅸ

156,8剛

178,59（

50,93（

29,82（

1,4副

21（

1,3Ⅸ

5,26（

432,76（

1,851

71（

1,851

42,76（ 1,382,8Ⅸ

58,635

1,441,43*

合計 14（ 255,712 1,05: 731,12 834 887,36： 2,03 1,874,20（


